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AConsiderationon'Revelation'

TANEMASAMOMOOKA

MENE,MENE,TEKEL,U-PHARSIN.

（Daniel,5,25）

バビロンのBelshazzar王の不信の饗宴の真最中人の手の指が現われて壁の上に

書き記したのが上の言葉で，バビロンの国の運命を予言したRevelationであ

る。

我々人間社会に於て雑音の中にも神の声をきくこともあろう，或人はこれをとらえて刺戟を

感じ，或人々は知られざるままあたら天来の声を開いて聞えずということもあろうo

拙稿に於いては，所謂宗教的な意味のRevelationに就いて論じておるのではなく，一般

的なる意味のRevelationが文学に於て如何に重要な意味をもつかを論じておる。亡霊のこ

とに関して十七世紀の英仏の劇の相違にも一首ふれておいた。

・・Theplayshadtosuitthestageconditions，thecompanyandthe

audiencewhosupportedthem.BecauseShakespearewasagenius，his

playsare‘ofimaginationallcompact’fullofpoetryandphilosophyand

empiricalpsychology；butbecausehewasapracticalElizabethan

playwrighttheyarealsofullofwrestlinganddancing，broadcomedy

andsmuttyjokes，battleandmurderandghostsandapparitions.

－ElizabethanLit・byH・Morris－

（シェークスビヤの）劇は，舞台の状況に座員の者に，支援してくれる観客に適

うものでなければならなかった。シェークスビヤは天才であるから，劇は，相像

上のものでもよくまとまりがあり，詩情も哲理も豊かにとりいれられておる。経

験より割り出された心理描写もあるが，実際的なエリザベス朝時代の戯作者であ

る故，其の劇には到る処に，角力あり，舞踏あり，卑しい喜劇あり，下品なしゃ

れも，合戦，殺人，幽霊も，妖怪も，いくらもでてくるのである。

漸う述べておる棟に，シェークスビヤの劇には亡霊が処々にでてきて夫々役目を演じておる。

マクベスの得意満面の車に催した宴会中に，刺客をして殺めた将軍Banquoの亡霊が現れ

て，マクベスの座席に坐ったのである可き空席が無い。同席の者には，亡霊が見えないので空

席があると思う。果てはマクベスの言動が合点がゆかない。マクベス夫人の臨機応変の処置で

どうやらこの場は事も無くすんだ。JuliusCaesarの亡霊もBrutusに現れる。

血が凍り，毛髪が逆立ちおどろくBrutusは，「何者か」とさけぶや，亡霊は「汝の悪霊

よ」と答え「Philippiに於て再び相見えん」といって消えてしまう。RichardHIには，其
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の手にかかって殺された者の亡霊が現われ王を呪うのであるが，後日の王に対しての勝利者で  

あるRicllmOndに．向っては，祝福をして勝利を得よと告げるのである。この様にシェークス  

ビヤ劇には，亡霊が現れて，凄さをみせるのであるが，凡そ，ハムレット王子の亡父の幽霊程  

重要性を有しておるものはあるまい。ハムレット父王の亡霊こそは王子にすべてを reveal  

して王子がその心に懐く疑惑の雲を一掃さしてくれ，奮起せしめた大切な役目をつとめてお  

る。比の一大悲劇の発展ほ，ひとえに此の亡霊の Revelation にかかっておる。亡父によ  

る Revelation に接する以前の王子は如何であったろうか。亡父の死を悼むの余り，母妃  

Gertrudeに如何程すゝめられても喪服を脱ごうという気にならなかった。現在の王 Clau－  

diu8 も人の死の自然の理を説ききかして悲哀を忘れさせようとするが容易にきこうともしな  

い。  

O God，God，  

How weary，8tale，且at，and unpro負table  

Seem to me allthe u8e80f this world！  

（Lhmlet，ActI，Scene2）  

おゝ神様 神様，現世のならわしは，何と疲れをおばえさせ，味気無く，すさま  

じく，無益に見えることでしようか。   

とさけぶ王子には，世の万事が，不愉快であり，希望ももてない。父の死後，アッという間も  

なく，叔父と結婚した母の態度忙は全く不審をおばえさせるのみである。亡父の気高さに比し  

て現王は何と下品な卑しい着であろうか。亡父にあれ程大事にされ，かわいがられた母は，亡  

父によく寄り添うておったのに，今では，近親相姦という不倫の行為の快楽に自分を忘れてお  

る有様が，正義の念に燃える若人にほどうにも我慢がならないところである。現王が毎夜の如  

く催す宴も王子には気にくわない。デソマー クの祖国の運命を心配して大いなる義瞭を感じて  

おる。王子はこの世の有様を雑草の生いはびこる庭園にたとえておるが，同じことがRicIlard  

Ⅱ のと二人のGardnerと二人のServantSとの間にとり交される会話の中にも見えておる。  

Servant8 は，ただわけもなく健よかなまともな考から土の肥沃を吸いあげてしまう雑草を  

根こそぎにして除こうとする。Gardnerほ，更に，Bolingbrokeの手によって RichardⅡ  

が掃えられたといって，庭師が庭を手入れする様に，王が王国を手際よく処置出来なかったこ  

とを慨嘆しておる。ハムレットほ自分の心眼で亡父にあったとHoratioに諾す中に，父の亡  

霊の出現のことを耳にする。忙しく王子が友人にきき詳鰍こきく程に，今夜は自分で亡霊の出  

現を待ち受けようと決心する王子の態度は正義感に燃える若人に相応しいものがある。亡父の  

霊の出現するのも若しや不膏の兆でもなかろうかと心配する王子は，最初，亡霊の出現に草し  

て，果してこれが悪霊か善霊かと疑いを当然もったのである。王子は，それでも，友人のとめる  

のを振りきって亡霊の招きに応じて従ってゆく程の勇気があった。王子にrevealされたこと  

は何であったろうか。亡父殺害の場面は余りにも凄惨である。母の不倫は許すまじきことであ  

る。終油の秘蹟も授けられず，最後の告白もなし得ずに死んだ亡父の霊魂は傷ましくも，煉獄匿  

於て，浄罪のつぐないをする為に苦しまねばならない。「復仇せよ」と亡霊の命令は至ってき  

びしい。王子ほ，Revelation を受けてそのまま内容を鵜呑みにするという慎重さを欠くこと  

はなかった。このRevelationあって以来の王子は，すべてこれに基づいて行動しておる0   

亡霊に誓ったにもかゝわらず，王子は直ちにそれを実行にまで持ってゆかれなかった。王子   
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は二幕二場の独自にある如く自らの不甲斐なさを慨いておる。目的を逢せむが為めにほ偽りの  

狂人ともなる。亡霊の言の正確さを知る為には，劇を演じさして，叔父王Claudiu8の臨席を  

乞い，王の良心の打診を試みて確信に満ちるのである。このDumb血owによって王の良心は  

うちこばたれてしまう。亡霊の富によって母の行為を責める場面にも，再び亡霊が出現して，  

王子を刺戟して「忘れるな…・」というが，母には亡霊の姿が見えず，王子にのみ見えるので  

母にほ王子が狂人としか思われない。   

Claudiu8王が祈をささげておる間に，背後に忍び寄った王子は復仇をなしとげようと一度  

は思ったが，思い直して，祈願中の者を殺したらその者の魂は天国行きとなるから王子の目的  

は逢せられないとばかり，むしろ悪しき行為の快楽にふけっておる間に殺して魂を地掛こ追い  

やらむという程復仇の念に燃えており，あく迄も亡霊の言に忠実ならむと努めた。大団円に於  

て目的を達したが，王子も死んでゆく，母 Gertrude の命は天により裁きされたことは天に  

まかせよという亡霊の言葉が前以て暗示した様に思われる。   

亡霊がこれ程台詞を長たらしく述べることほ，一見，少し不自然とは考えられないだろう  

か，併しェリザべス女王時代の観衆にほ少くも不自然さを感じさせなかったに相違あるまい。  

シェー〆スビヤの他の作品にみえる妖精，魔女等も勿論舞台上に容易にうけ入れられるのであ  

るから当時も英国の観衆ほよろこんで亡霊をみたのであろうし，長い台詞もきいたろう。J．  

Dover Wi180nも‘Lifein Shake＄peare，8England，のSuper8tition の章で述べておる様  

に，この時代の人人は匝めて迷信深かったことがわかる。併し，これがフランスの場合，少な  

くとも Racine の時代の観客には亡霊がむき出しに舞台上に出現する様なことは容易に受け  

入れることはあるまいと思われる，E．Legonis は Hi8tOire dela Litt Anglai8e の de  

Th6atre ju8qu’a Shake8peareの章に次の様に述べておる。  

・・‥On8’e8t plu a montrerla8Cとne anglaise menant a Shakespeare par  

l’infaillible effet du g6nie national，un be80in de v6h6mence，de mouve・  

ment，de vari6te，d’imagirration et ausBide brutalit6，quele peuple  

anglai8aVait dan＄1e sang．Au contrairelaFrance alaitaRacineparce  

qlIe－1a race6tait6pri8e debelle8prOpOrtion8，d‘harmonie，de丘neanaly8e  

et de noble88e．  

シェ∵クスビヤが，はげしい感情，劇動，変化，相像，それに野卑的なもの－  

これらのものはすべて英国民がその血の中に承け継いだものであるが－を舞台  

の上にのせる様になったのも，結局は，英国国民性の然らしむるところとして，  

英国の劇がそんな傾向をたどることを喜ぶ様になったからである。これに反し  

て，フランスは，Racineによったのである。これほ，フランス国民は，莫しい  

均整に，よいハーモニーに，洗練された分析や，気高さというものに酔っておる  

からである。  

この様に英仏の両国民性の相違がはっきり劇の形式に表われおる。簡単一早いえば，シェークス  

ビヤ劇は，どこまでも人物が多数，筋が複雑で単一ではなく，一応 Raeine 劇はひたすらに  

単一性を用いて措かれておる。それにRacine劇に於ては，直鞍亡霊を舞台には上らせない。  

思うに亡霊を舞台の上に現すことはRacineの観客としては良識的匿望まぬものと思われ  

る。Lytton StrachcyもLandmark8in French Lit申の’rhe Age of Lonis にて述べ   
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ておる。  

Ifhe wi＄hes to bring before the mind the terror80fnig壬1tmare，aSingle  

phra＄e Can COnjure them up  

C’6tait pendantl’horreur d’une profonde nuit．  

Racineが観客の心に夢魔の恐しさをもたらす時，簡単な語句で充分効果をおさ  

めるのである。  

深夜の恐怖のおし迫る際であった。   

更に，L．Stracbeyほ  

・・・・and for the rea80n he preferred not to produce before the audience  

the mo8t eXCiting and di8turbing circum8tanCe8 0f hi＄ plots，but to  

pre8ent themindirectly，by mean80f description．  

そして同じ理由で，Racineは，観客の眼前にそのプロットの中で最も刺戟を与  

え，おだやかでない状態のものを展開せしめない様にして，描写という方法で，  

間接的に表すのである。   

とも述べておる。   

AthalieはMatllanとAbnerの二人に亡母の幽霊の出現にあったことを次の様に述べて  

おる。  

ATHALIE．  

C’6tait pendantl’horreur d’une profonde nuit．  

Ma mとreJ6zabeldevant moi8’e8t mOntr6e，  

Comme au jour de sa omrt pompeu8ement Paree， ′   

Ses malheur8n’avaient point at）attu8afiert6；  

M仝me elle avait encor cet6clat emprunt6  

Dont elle eut80in de peindre et d’orner son visage，  

Pour r6parer de8an81’irr6parable outrage．  

≪Tremble，m’a－t－elle dit，丘11e digne de moi．  

Le cruelDieu desJuif81，emporte au8Si8ur tOi．  

Je te plain8de tomber dan8SeSmains redoutable8，  

Ma丘1le．≫En achevant ce8mOtS6pouvantable8，  

Son ombre ver8mOnlit a paru8e bai8Ser；  

Et moi，jeluitendai81e8main8POurl，embra88er．  

Maisje n’aiplu8trOuV6qu，un horrible milange  

D’osde chair8meutri8，et train由danslafange，  

Deslambeaux plein8de＄ang，et de8membre8a＃reux  

Que de8Chien8d6vorants8e di8putaient entre eux．  

ABNER．  

Grand Dieu！  

495  

500  

505   
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ATHALIE．  

Dans ce d680rdre a mes yeux se pre8ente  

Un jenne enfant couvert d’une robe6clatante，  

Te18qu’on∧VOit de8H6breuxle8pretreS reVetu8・  

Sa vue a rani・m6mes e8prit8abattu8．  510  

（Ac鹿Ⅱ，Sc主ne V・）  

深夜の恐怖の迫る時であった，わが母上のJ毎abelはわが眼前に姿を現し給う  

た。其の死し給いし日の如くおごそかによそおうておられた。母様は数々の不幸  

にもその誇さえうちこばたれることなく，光輝を借りてその御顔を粧い飾ら、むと  

の御心づかいももち給うた。そのために，如何にもなす能わざる寄る年波のあな  

どりをもものともされぬ御有様でした。  

母上は私に申されました。恐れよ，自分をはずかしめぬ娘よ，ユダヤの神は狂  

おしくも汝を圧倒せむとす，娘よ，恐しきその手の中に落ち入るそなたを気の毒  

に思う。これらのことをいいおえて，亡霊は，わが床に向って身体を低めるかの  

様に思えた。私はかき抱き参らせむとして両手を差しのべたが，ただ泥沼にひき  

ずりこまれる骨と，傷だらけの肉，血に汚れた肉の魂，みるも恐しげなる手足の  

雑然とした様相をみるのみであった。犬共は餓えてお互にえさを争うておるので  

あった。  

Abner  

鳴呼！  

Athalie  

此の混惑のさなかに，年若き児の輝くばかりの衣に身を包みわが眼前に姿を現し  

た。飾りたてたヘブライの僧侶の如き有様でした。其の姿をみて打ち萎れしわが  

心も蘇るが如き思いを致しました。‥‥‥   

Atbalieは実際此の子供の温雅なこと，気高いつつましやかさというものにただ感嘆するの  

みであった。刃で刺された様に感じたくらいであった，はじめは心の迷いとばかり思っておっ  

たが，この思いにとりつかれた自分の魂は，此の光景を二度迄も眠りの中にみたあであった。  
悲しむ其の限はこの同じ子供が，何時でもAthalie を傷つけむとばかりにしておるのをみた  

のであった。・‥‥・   

Athalieはこの夢によるRevelationあって以来，其の子供のことが気にかかって仕方が  

ない。ノヤムレット劇は亡父の霊によるRevelationによって発展してゆくと同様に，Athalie  

劇も母の霊の夢の中のRevelationにより展開してゆくのである。Athalie の如何なる策略  

も効果なく Revelationより啓示された通りのことが実現するの日が来た。  

ATHALIE  

Dieu de8Juif8，tul’emporte8！  

（Acte V，Sc主ne vi）  

ユダヤ人の神よ，汝の勝利よ   

Athalieは絶糾するのであった。Davidの正統が保たれ3・ダヤの神の勝利は明白であっ   
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た。   

Lytton StracheyほLandmark8in French LitのLoui9ⅩⅠⅤの章で述べておる通り，  

Racineの‘Phとdre’に於て，姫のPhもdreが情熱の極点に達し，失望と悔悟との極にあるの時  

幻の中に地獄が開いて自分を呑み込まむとするところをみた！亡父Minosの霊が言葉で表現  

も出来ない様なその運命を物語るのに接したのであるRacineのこの章はギリシャのSopho－  

Cle8に比較し得ると Stracheyは評しておる。  

1280  Mino8juge aux enfer8tOuSles pale＄humains．  

Ah！combien fr6mira＄On Ombre6pouvantie，  

Lor8qu’ilverra8a fille a8e8yeuX pr68ent6e，  

Contrainte d’avouer tant de forfait8diver8，  

Et de8Crimes peut・etreinconnu＄auX enfer8！  

Que dira8qtu，mOn pとre，a Ce8peCtaCle horrible？  

Je croi8VOir de ta main tomberl’urne terrible；  

Je croi8te VOir，Cherchant un＄upplice nouvea11，  

Toi－meme de ton8ang devenirle bourreau．  

Pardonne．Un Dieu cruela perdu ta fami11e；  

Reconnais8a VengeanCe auX fureurs de ta魚11e．  

H61a8！du crime affreux dontla honte me8uit  

Jamai8mOn tri8te COeur n，a recueillile fruit．  

Ju8qu’au dernier80upir de malheur8pOur8uivie，  

Je rend8dan81e8tOurment8une P6nible vie．   

1285  

1290  

（ActeIV，Sc主ne vi）  

Mino8は，地獄に於て，蒼白き人々を裁きし給うのです。御自分の娘が眼前に  

現れるのみ，しかも斯くも数々の邪なことを冥府にても知られざる罪の数々を，  

余儀なく自白せしめられのを目のあたりにみ給うて，父君Minosの霊の如何に  

おどろき打ち震い給うことでしよう。この恐しき光景に接して父上，御身は何と  

仰せられましようか。私は，御身の手から恐しの霊がすべり落ちるのを見たもの  

と存じます。私ほ御身をみました。御身は新たなる刑罰をさがし求めて，御身御  

自身血のつながりの者の刑吏となられるのをみました。許し給え，狂おしき一人  

の神ほ，御身の家の者を滅亡させ給うたのです。其の復讐の手を御身の娘の狂乱  

の中に御覧下さい→ませ。あわれ，わが不仕合せの魂が どこ迄も恥のつきまとう  

恐しい罪の果実を未だに摘みとらなかったのです。不幸のため吐く最後の嘆息の  

時まで追いつめられて，身悶えする苦しみの中，辛き命をながらえますことよ   

VirgileのAeneid VI（422～433）にほ，Mino8 が検察官ともいう可き役を務めて壷を  

振って，熟する死者を招き，各人の生涯と罪悪とを知るのであると記されてある。Racineは  

この一節を上の部分に引用したことはCla88ique8Larous8eの註にみえておる。   

このいましめであり Revelatianでもある地獄の状況はAthalieにとってはかなり強いシ  

ョックであった。冥界の光景はRevelation と閑聯がある。ダソテの神曲の地獄篇，煉獄篇，  

天国篇の三部のいずれもが Revelation である。新約聖書中のヨハネ黙示録は最も雄大なも   
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のである。ハムレットの亡父の霊も煉獄の存在を認めておる。  

Tillthe foulcrime8donein my days of nature  

Are burnt and purged away：  
（Hamlet，ActI，Scene5）  

わが生前の罪のまがごとが焼かれて浄められる迄は  

と述べてある。煉獄の内部の状況は筆舌に善し難い程恐しいものであることもったえておる。   

Troyの王族Aeneasにも亡父Anchi5e＄の霊が天より降りたったとみるや，Jove の命  

令を受けて来たのであるといって，Aenea日の将来のとる可き行動を示して忠告を与えいまし  

めており，尚，Avernu8の探所を通して後日，会見すべきことも告げたのであった。（Aeneid  

V）後日，Aenea＄dはAnchi8e8の霊にあった際天地の動き，の佃き等に就いて説いてきか  

せる心ずかいを示した。A血CIliBeSは尚もその息子等の一行のローマの国の偉大なる未来を  

revealするのてあった。（AeneidⅥ）ハムレットの父の亡霊，Athalieの亡母の霊Anchi－  

8e8 の霊のいずれもが，其の子等に．Revelation を示しておることは甚だ興味深いことてあ  

る。ノ、ムレットの亡父の霊も，日本的にいえば，所謂成仏されない迷いの霊が子息に現れて心  

のこしのことをいったのてある。謡曲の敦盛，兼平，八島及び其の他ても解脱をなしかねておる  

霊が出現しておる。あとで回向によっていずれも成仏をしておる。抜刀中興祖の林崎甚助重信  

が，出羽国林崎明神の社に参籠し，霊夢によって神明の剣法を悟り，刀術の妙を得たと高野弘  

正氏は「剣道及剣道史」に於て述べておられるが，Revelationてあることはいう迄もない。   

Sophocle8のKing OedipusにみられるRevlationほ，冥界とは関係が無いが，実に，  

自然に巧にRevealして凝を運んてゆく，全くゆるみなき作品てある。独特の探酷さを示し  

ておることほ驚嘆に値する。Thebe3の王Oedipusは，先王Laius の殺害者を探し出そう  

として手を尽しておる。然るに悪病が流行して国の多くの人々は死んてしまうのて王の心ほ暗  

い，それに先王の死こそ疫病の流行の困てもあるとの神託がある。予言者のTire由a8がよば  

れて王と話し合う間に怒った王は予言者を罵るのて，遂に「御身こそ御身のさがし求める殺害  

者なり，」と予言者は王に向って断言する。その上Jocastaとの間に於て近親相姦するという  

不倫の事実を据摘して王に．Revealするのてあった。王は驚きながらも，妃の弟クレオーブ  

の謀略に相違あるまいと疑をさしはさむ。王妃ほ王を慰安するキめに，先王Laiu8に降りた  

神託のことを語るのてあった。それによると，先王とJoca凱a との間に生れた息子は，父親  

Laiu8の殺害者となるという内容のものてあった。   

Laiu＄王は道の交るところで盗賊の手にかかって殺されたのてあるから Oedipu8王は其  

の下手人たる筈はあり得ないというのが妃のいうことであった。それに，先王が其の子供を使  

の者に山地にすてさせたのてあるから三日とは生き延びることはあるまいし，そこてアポロの  

神も其の子に父親殺しの汚名を着せることはないのだという。斯ういう言葉がかえって益々  

王の不安を増した。王と妃との問答により次のことがわかる。先王の命を締めた場所は，  

Pboci8という地名て，Dauliaからと Delpbiからとの通がナつに合する地点てある。時間  

的にいえば，Oedipt1日 王が現れて王国を自分のものにした直前てある。先王は背は高く，黒  

い頭髪に白いものがまじり，風采はOedipus王に似ておる。漸うして己にrevealされてゆ  

く過去の事実は，恰も薄い紙をはぐ様に知られて来る。先王の一行は全部で五人で，先きぶれ  

が一人，王は単に乗っていた。Oedipu8 主にとってほかなり明白となった占■殺害の通知薯ほ   
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ただ一人の生き残りの奴隷であったが，Laiu8 の室に Oedipus がおさまっておるのをみる  

や，妃の手に触れて，其の場で祈を捧げて，羊群を守ることを頼みTb・ebesから逃れてなる  

べく遠くに離れて住んでおる。Oedipu8 王は，妃に，自らの身の上話をいうてきかせる。王  

の父はコリソト人Polybu＄母はドリヤ人でMeropとで王子として養育されたが酒宴の席上す  

て子だったと罵られて自分の素性を両脚こきいても答は得られない。DelpIliの神託を得て意  

外な予言をきく。予言を避ける為，故郷の国と信じておるコリントを去り でもe壬1e8 の方に赴  

く途中，先王の殺された二つの道のゆき交る地点に差しか、ったのである。王ほ Laius殺害  

の場面を詳細に諾すに至る。ただ盗賊団に殺されたという噂が真実なら王の疑はとけるのであ  

る。そこへ，コリソトの羊飼がよばれてOedipu8はコリント王polybu8 と親子の関係が全  

く漕いことを証言する。ここでまたもや，新しいことがrerealされたわけである。それに，  

其の羊飼がCitbaeron の原野に羊をつれて草をくわす際に幼児を得た。幼児の足の甲に痛の  

しるしがあった筈という。Oedip5という名もギリシャの言葉のb18l－WoV9で原因は明白であ  

る。幼児はLaiu8の羊飼の手からコリこ／ト人の羊飼の手に渡された。Tlle‡1と8の羊飼もよば  

れて幼児を例のコリソトの羊飼に渡したがその子こそLaiuさの家の着であり，その実をい  

うと妃が手を渡す際に殺すことを命じたことも分明する。コリソトの羊飼はこれをあわれん  

でそめぎぎ故郷へつれかえった。すべてが revealされた。漸くの如く幣な狂ほしい樫の  

Revelatian が上昇してすすめられる。Oedipu8 王の最初の若しやとも思ってもおらなかっ  

たことが少しづつ疑惑の雲におし包まれて次第に濃くなり遂には，決定的に絶望のどん底に突  

き落される。王ほ自らの手で丙限を青いにして，妃は鮭死する，Revelation としてこの位巧  

な構成のものは見当らない。これに比すれば，ハムレットの亡霊がrevealするということ  

ほ，幼堆な感注を与え、るが，いう進もなくハムレットの全篇を通して，哲学的，思索的である  

夢索添乗迩‾噛くて，∧」幼稚と恵あれるR紀Ⅴモ1aぬn密売分補うて余りある。Oedipu8王劇に  

就いては高密馨繁氏は古代ギリシャ文学史（岩波全書）に於いて次の様に述べられる。   

「先王殺害巷発見とオイデブースの素性の秘密とにからんだ二つの轟をたぐる辛が運命   

的な自己発見の深淵へと急ぐ。その劇構成紅は一つの破綻もない。王にも妃にも その弟   

のクレオーソにも誰にも善意のみあっで，し爽Jも療後鱒痴タストロフィほ不可避的匿近づ   

いて来る，‥‥」   

Minosの息女PIlとdreと夫Th卓越eとの間に次の様な会話がとり・交され∴るぅ  

THESEE  

IIsoutient qu’Aricie a8On Caur，a8a foi，  

Qu’i11’aime．  

（ActeIV，こ、Scねeiv） 

あれ（Hippolite）がAricieこそ己の心をとらえ；誠の心をとらぇセおる′ 

しておる，それに自分もあの女を愛しておると申しておるが，   

この言葉をきく Pb昆re は，「何と仰せられます」とさけぶが，これ程胸をら点す驚きの  

Revelationはない。   
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PHEDRE．SE・u］t・．  

Hippolyte e8t8en8ible，et ne8ent rien pour moi！  

Aricie a 80n COeur！Aricie a 8a foi！  

（ActeIV，Scとne v）  

イポリットは物のあわれを知っておる。が，この私に対しましてほ，何の情もか  

けてくれないというつれなさ。アリスイこそは，イポリットの心を射とめておる  

のだ，あの方の誠の心を占めておるのだ。   

この場面をRen6Ja8in8kiはVersLeVraiRacineに於て次の様に述べる。  

テゼーは，その際明言しておる。イポリットはフェードルに対して様々に悪しき  

ことを述べた上に，アリスイーを恋しておることを悍らずいうと。この最後の言  

葉の与える打撃が我慢のならないものであった。たとえ，イポリットのつれない  

ことを許しそのあなどりを認めたところで。註l  

思えばPh主dreにとっては久しい間の邪恋の夢であった。義理の息子のHippolyteを恋し，  

召使のOenDneの策略を利用して夫Th636eの限をくらまして，果ては天をしてHippolyte  

を悼ましめ，夫がNeptuneに祈り息子を罰する様にしむけるのも，結局は，このあらぬ恋の  

為めではなかったか，流石のPhとdre もここに於てはじめて其の非を悟るのであるが，Hip－  

polytcが怪物退治に当って落命するその様子をきいてTh686eがPh8dreの勝利よというと  

き陀  

PH丑DRE  

Non，Th‘86e，ilfaut rompre uninjuste8ilence：  

Ilfaut a votre丘18rendre80ninnocence．  

Iln’itait point coupable．  

（Acとte V，Scとne vii）  

いいえ不正極まる沈熟を破らねばなりませぬ，御身の御子息に無実を帰さねばな  

りませぬ，あの方は何等の罪とがもございません。   

Th由占eははじめてrevealされたことは全く思いがけぬことであった。作者 Racine が  

しばらく劇作を中止する前の最後のこの作品の終は，Phとdreと夫Th686eとの二人の大いな  

るRevelationによって飾られており，このRevelation に至る迄の構成上の盛り上りは何  

等のゆるみもない。Phとdreは自らの手で毒死を遂げ，Th毎ieはHippolyteの恋人Aricie  

を娘代りに育て度いといって観客の心に救いを与える。これに反して，，Oedipu8王の最後め  

盛り上りは余りにも厳しさがあり救い難い気持に観客を突き落す。   

結末に近く Revelati叫 の．もたらす結果略於いて，ギリシャのOe車pu8至と、翫血＆   

のphとdre とでは以上の相違が見受けられる。  

1a trahit．Elle pouvaitcncore accepterl’in－  

sensibilitbd’Hippolyte，etSeS m畠pris，mai8  
nonqq’ilen aim釦qne alltr芦・   

1）Th色感e dるclard alors qu，Hippolyte ≪se   

rきpand eninjuress＞ COntre e11e，prbtend   
ai如rAricie．A£el由rnierco叩，8a VOlom縫  




